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根尖性歯周炎後にアペキソゲネシス様治癒機転 

となった根未完成歯２例 
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【緒言】 

 小児歯科臨床では，根未完成歯の中心結節破折

や外傷にしばしば遭遇する。これらが歯髄の不可

逆的な炎症を惹起し，根尖部歯周組織に炎症が波

及した場合，我々は通常アペキシフィケーション

を期待して根管治療を行う。今回我々は上記の既

往がある患歯において，根管治療後，アペキソゲ

ネシス様治癒機転となり歯根伸長を認めた２例

を経験したので報告する。 

 

【症例１】 

患児：11歳11か月 男児 

主訴：開口困難，左側下顎角部の腫脹，発熱 

現病歴：２日前より発熱，開口障害，左口角〜左

側下顎角部の腫脹，疼痛出現し，当院受診。 

診断：中心結節破折，急性根尖性歯周炎 

経過：来院日に即日入院。抗菌薬投与にて消炎後，

感染根管処置を行った。 

【症例２】 

患児：９歳７か月 女児 

主訴：左上１唇側歯肉の腫脹 

現病歴：１か月前，左上１外傷性歯の完全脱臼に

対し近医で再植固定処置を受けた。１週間前より

患歯周囲歯肉の腫脹が出現し，当院受診。 

診断：外傷性歯の完全脱臼，根尖性歯周炎 

経過:感染根管処置，固定除去。 

 

【結果及び考察】 

上記２例に対し，感染根管処置後ビタペックスに

て根管充填を実施した。通常，このような場合，

Hertwig上皮鞘が破壊され，歯根形成は停止しア

ペキシフィケーション様治癒機転となるとされ

ている。今回我々の経験した２例では，その後の

経過観察で歯根の伸長を認めた。これはHertwig

上皮鞘の一部が保存されたことで感染根管治療

後も歯根形成が生じたためだと考えられた。 

  

小型3Dカメラを応用した新規うがい評価方法の 

検討 
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【  目 的  】定型発達児の口腔機能発達不全につい

て関心が高まる中、うがいは口腔機能の評価指標

として注目されている。Ogawa らはうがいによる

口腔機能の点数化を試みており、有効な評価基準

を確立させつつある。しかしながら、評価者の主

観により判断している点で、さらなる改良が求め

られる。そこで、より客観的に評価する目的で、

小型３Ｄカメラにて口唇動作を測定し、うがい機

能の定量評価について検討したので報告する。本

発表は、本学疫学研究等倫理委員会( 承認番号

170082 疫  )にて承認済みである。 

【  方 法  】対象は、摂食嚥下機能に問題のない定

型発達児 4 名( 女児３名、男児１名、平均年齢６

歳０か月 )、成人２名( 平均年齢 27 歳 )の合計６名

とした。小型３Ⅾカメラは Microsoft 社の X-Box 

One 用 Kinect を採用し、鼻尖、両側口角の３点を

マーカーレスで認識し、鼻尖-左側口角間距離

( N-L )、鼻尖-右側口角間距離( N-R ）を自動記録す

るプログラムを作製した。試料は水５mL、20 mL

とし、うがい時の動作は、口唇を左右交互に偏位

させる動作( うがい① )と、頬を左右同時に膨らま

せる動作( うがい② )を測定した。うがい① ②なら

びに試料の量による口唇動作を比較検討した。 

【 結 果 】うがい動作に関して N-L ならびに N-R

の距離の変動を認め、うがい①では非対称的に、

うがい②では対称的に距離が増減した。試料の量

に関して、成人では５mL で平均 5.4 mm、20 mL で

平均 4.9 mm、小児では５mL で平均 2.0 mm 、20 mL

で平均 2.2 mm 距離が変動した。また、対象が低

年齢であるほどうがいの周期や距離の変動にば

らつきを認めた。 

【  考 察  】小児は発達段階にあり口腔機能が未成

熟であることが結果より推察され、Kinect による

口唇動作の測定で、うがいの機能評価が可能であ

ることが示唆された。本システムは、非侵襲で容

易に測定でき、うがい動作を継続的に記録するこ

とで口腔機能の客観的な発達段階が評価可能と

なり、小児の顎顔面領域の健全な成長発育指標と

して貢献できると考えられる。 
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